
・持明院大路

14 世紀の一条周辺地図（推定含む）↑
（山田徹 2021『南北朝動乱と京都』より転載・加筆）
※今回の調査地点は、南北朝時代には「治天の君」ともいわれた上皇のう
ち後深草上皇系・北朝の系統の院御所となり、政治的中心地であった。こ
の持明院殿の南には中世の政治の中核地にふさわしい大路（持明院大路）
があったことが、文献史料から想定されている。今回調査では、それを示
す大路に伴う大溝がみつかった。

調査地点

16世紀の室町幕府周辺↑
（山田邦和 2003「戦国期上京の復元」（同志社大学考古学シリーズ VIII『考古学に学ぶ〈II〉』より転載・加筆）
※今回見つかった大溝は、15 ～ 16 世紀には摂関家である近衛家邸宅の北辺にあたる。つまり、室町時代後半にも権勢を誇った高格の
公家宅北辺に大溝がともなう壮麗な大路が 14 世紀から引き続いて機能していたことがわかる。周囲には室町幕府や有力守護大名細川
家などが立ち並んでいて、まさに室町期を通じた政治中心の町割の一部があきらかになったことになる。

調査地点

室町幕府

近衛家邸

京大絵図（元禄四年〈1691〉）にみる
近衛家別邸「さくらの御所」と周辺
※17 世紀江戸時代前期には上立売通と新町通沿いだ
けが白抜きとなり公家邸宅ではなく町家となってい
ることがわかる。今回調査で土蔵がみつかったのは
ちょうどこの地点にあたる。↓

上立売通

新
町
通

今出川通

調査地点

室
町
通

資料 1  調査地点の歴史的脈略



試掘調査地点1

試掘調査地点2

建物 2

建物 5
建物 6

塼列 2

29 トレンチ　2層上面 24 トレンチ
　3層上面

19 トレンチ

23 トレンチ27 トレンチ

30 トレンチ31 トレンチ

25 トレンチ

28 トレンチ
32 トレンチ33 トレンチ

20 トレンチ溝 6

検出遺構

変更あるかもしれない遺構

撹乱

礎石

塼

判例

焼土範囲

56.826

56.904

56.468

56.481

①

②

③

④

０ 10ｍ1:200０ 10ｍ

資料 2　安土桃山時代～江戸時代初頭（16 世紀末・17 世紀初頭）を中心とした遺構群
※上立売通に沿って、土蔵が多数並んでいた。この部分はこの時期の商家の施設群だったと考えられる。

今回の調査区

既往の調査区

上立売通
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土蔵と考えられる建物跡
（多くが焼失痕跡あり）
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試掘調査地点1

試掘調査地点2

建物 2

建物 5
建物 6

塼列 2

29 トレンチ　2層上面 24 トレンチ
　3層上面

19 トレンチ

23 トレンチ27 トレンチ

30 トレンチ31 トレンチ

25 トレンチ

28 トレンチ
32 トレンチ33 トレンチ

20 トレンチ溝 6

6月中旬遺構検出中

溝 50001 検出状況写真

溝 50001 土層断面写真

検出遺構

変更あるかもしれない遺構

撹乱

礎石

塼

判例

焼土範囲

55.705

０ 10ｍ1:200０ 10ｍ

今回の調査区

 資料 3　室町時代を中心とした遺構群
※大溝（溝 50001）は深さ約 2mで、堀のような形状である。東西方向に直線的に伸び、大
路に伴う溝の可能性が高い。最下層は 14 世紀・中～上層は 15‐16 世紀の土器群とともに埋
まっていた。南北朝期に掘削され、室町時代後半にまで機能していたことを示している。

14 世紀の持明院大路（毘沙門堂大路・現上立売通）
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